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  ILSAC/OIL 委員会業務
  試験開発

5)  過給機保護 - TEOST 33 との相関性検討

8)  低温ポンプ粘性評価用 ROBO の開発

9)  エマルジョン安定性試験の ASTM 標準試験化

10) D892 泡立ち試験 - オイル側による必要性検討

11) TEOST 33C - Ted が次回会議で精度検証データ発表

12) 伸び50％のGF-5用シール材試験を ASTM D7216に追加

GF-4から引き継がれる試験法に新しい標準油を導入する

VID 精度検証試験 (11試験 / スタンド - 4 スタンド)
ステップ1 - 32試験の実施

TMCによる標準油の決定と均質化

精度検証試験ステップ2を実施 - 12試験

試験マトリックスの統計的分析

ASTMが試験法を認める

ACCが試験登録を開始

処方技術の実証

ILSAC/OILがGF-5規格を承認する

APIのGF-5ライセンス使用開始までの強制的施行猶予期間

APIのGF-5ライセンスが使用可能になる最初の日

APIのGF-5ライセンスが必ず必要になる日

"GF-4/5処方"に基づく標準油を有する事が望ましい。そうなると古い試験も GF-
5処方を利用することになるだろう。2009年5月現在提案なし。

小委員会Bを通過：2009年2月D2投票通過。D7528

ステップ１から標準油を決定し均一化する

クライスラー工場充填油試験完了/JAMA オイル試験開始。5月12日会議でアップデートなし。

照合試験が5月中旬終了予定。

試験法準備完了。規格値について協議中

IntertekとSwRIによる小規模照合試験完了。静止1分間の精度項がD892に追加される。

実施要綱提案され、6月10日投票完了。その後3ヶ月の照合試験。

2週間で統計解析報告。4月22-23日VID会議。VID研究報告書が4月24日に発行された。

最初のライセンス発行日は2010年10月。
OEMは新モデル投入タイミングに鑑み8月へ
戻すことを望む。

5月10日終了予定

独立試験機関は4月8日に完了予定

ASTM PCEOCP 5月12日会議でVID試験法をD02小委員会Bの2週間投票にかけることを満場一致で承認。

ACCは5月13日会議で議論する。
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